
(57)【要約】

【課題】マイナスイオンを発生させる機能を皮革に付与

する際に行う処理を容易にし、発生したマイナスイオン

を使用者に有効に作用させるようにする。

【解決手段】革２の銀面２ａ上にベースコート３、カラ

ーコート４、及びトップコート５からなる塗装膜を形成

し、上記塗装膜（トップコート５）にトルマリン５ａを

含有させることにより、撥水加工などの特別な処理を行

わなくても塗料が革２に浸透してしまうことを可及的に

防止して、マイナスイオンを発生させる機能を皮革１に

付与する際に行う処理を容易にすることができるように

するとともに、発生したマイナスイオンを使用者に有効

に作用させるようにする。

【選択図】　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
所 定 の 厚 さ を 有 す る 革 と 、 上 記 革 の 表 面 上 に 形 成 さ れ る 塗 装 膜 と を 有 し 、
上 記 塗 装 膜 に 天 然 鉱 石 の 粉 末 を 含 有 さ せ た こ と を 特 徴 と す る 天 然 鉱 石 入 り 皮 革 。
【 請 求 項 ２ 】
上 記 塗 装 膜 は 、 複 数 の 層 か ら な る 膜 で あ り 、
上 記 複 数 の 層 の 最 表 層 に 、 上 記 天 然 鉱 石 の 粉 末 を 含 有 さ せ た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に
記 載 の 天 然 鉱 石 入 り 皮 革 。
【 請 求 項 ３ 】
上 記 塗 装 膜 を 、 脱 毛 処 理 さ れ た 革 の 銀 面 上 に 形 成 し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ま た は ２
に 記 載 の 天 然 鉱 石 入 り 皮 革 。
【 請 求 項 ４ 】
上 記 天 然 鉱 石 は 、 ト ル マ リ ン で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ３ の 何 れ か １ 項 に 記 載 の
天 然 鉱 石 入 り 皮 革 。
【 請 求 項 ５ 】
天 然 鉱 石 の 粉 末 が 含 有 さ れ た 塗 装 膜 を 、 革 の 表 面 上 に 形 成 す る 塗 装 膜 形 成 工 程 を 行 う こ と
を 特 徴 と す る 天 然 鉱 石 入 り 皮 革 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
皮 に 生 え て い る 毛 を 脱 毛 す る 脱 毛 工 程 と 、
上 記 脱 毛 工 程 に よ り 脱 毛 さ れ た 皮 を 所 定 の 厚 さ で 漉 き 加 工 し て 分 割 す る 分 割 工 程 と 、
上 記 分 割 工 程 に よ り 分 割 さ れ た 複 数 枚 の 皮 の う ち 、 少 な く と も １ 枚 の 皮 を 鞣 し て 革 を 形 成
す る 革 形 成 工 程 と を 行 い 、
上 記 塗 装 膜 形 成 工 程 は 、 上 記 革 形 成 工 程 に よ り 形 成 さ れ た 革 の 銀 面 側 の 表 面 上 に 、 上 記 天
然 鉱 石 の 粉 末 が 含 有 さ れ た 塗 装 膜 を 形 成 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ に 記 載 の 天 然 鉱 石
入 り 皮 革 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ７ 】
上 記 塗 装 膜 形 成 工 程 は 、 上 記 天 然 鉱 石 が 含 有 さ れ た 塗 料 を 塗 布 し て 上 記 塗 装 膜 を 形 成 す る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ ま た は ６ に 記 載 の 天 然 鉱 石 入 り 皮 革 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ８ 】
上 記 塗 装 膜 形 成 工 程 は 、 上 記 天 然 鉱 石 が 含 有 さ れ た 塗 料 を 、 下 地 塗 料 を 塗 布 し て か ら 塗 布
す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ７ に 記 載 の 天 然 鉱 石 入 り 皮 革 の 製 造 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 天 然 鉱 石 入 り 皮 革 及 び そ の 製 造 方 法 に 関 し 、 特 に 、 マ イ ナ ス イ オ ン を 発 生 さ せ
る た め に 用 い て 好 適 な も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
空 気 中 に 含 ま れ る マ イ ナ ス イ オ ン が 人 間 の 体 内 に 取 り 込 ま れ る と 、 新 陳 代 謝 の 促 進 、 血 液
の 浄 化 、 及 び ス ト レ ス の 解 消 な ど を 引 き 起 こ し 、 人 間 を 心 身 と も に リ フ レ ッ シ ュ さ せ る 効
果 を も た ら す こ と が 知 ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
こ の よ う な マ イ ナ ス イ オ ン が も た ら す 有 益 な 効 果 を 利 用 す る た め に 、 従 来 か ら 、 ト ル マ リ
ン な ど の 天 然 鉱 石 に 熱 や 振 動 を 与 え る こ と に よ り マ イ ナ ス イ オ ン を 発 生 さ せ る よ う に す る
技 術 が 提 案 さ れ て い る 。
例 え ば 、 特 開 ２ ０ ０ ０ － １ ７ ３ ０ ０ 号 公 報 に は 、 毛 皮 の 裏 側 の 皮 面 に ト ル マ リ ン を 塗 布 し
て マ イ ナ ス イ オ ン を 発 生 さ せ る よ う に す る 技 術 が 開 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
し か し な が ら 、 毛 皮 の 裏 側 の 皮 面 、 す な わ ち 皮 の 床 面 は 、 繊 維 組 織 が 粗 く 溶 液 が 浸 透 し や

10

20

30

40

50

(2) JP 2004-18779 A 2004.1.22



す い た め 、 上 述 し た 従 来 の 技 術 で は 、 皮 の 床 面 に 撥 水 加 工 を 施 し て か ら ト ル マ リ ン を 混 合
し た 溶 液 を 塗 布 し て 皮 革 を 形 成 す る よ う に し な け れ ば な ら な か っ た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
ま た 、 上 述 し た 従 来 の 技 術 は 、 羊 毛 、 ベ ビ ー ラ ム 、 ア ス ト ラ ガ ン 、 ヌ ー ト リ ア な ど 毛 足 が
長 い こ と が 特 徴 で あ る 皮 を 利 用 し て そ の ま ま の 形 態 で 敷 物 な ど と し て 使 用 す る も の で あ り
、 そ の た め 毛 皮 の 表 面 、 す な わ ち 使 用 者 側 に マ イ ナ ス イ オ ン を 発 生 さ せ る こ と が 困 難 な も
の で あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
こ の よ う に 、 上 述 し た 従 来 の 技 術 で は 、 マ イ ナ ス イ オ ン を 発 生 さ せ る 機 能 を 皮 革 に 付 与 す
る 際 に 行 う 処 理 が 煩 雑 で あ り 、 使 用 時 に は 発 生 し た マ イ ナ ス イ オ ン を 有 効 に 利 用 で き な い
と い う 問 題 点 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
本 発 明 は 、 上 述 の 問 題 点 を 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 マ イ ナ ス イ オ ン を 発 生 さ せ る 機 能
を 皮 革 に 付 与 す る 際 に 行 う 処 理 を 容 易 に し 、 製 造 工 程 を 変 更 す る こ と な く 、 且 つ 、 所 望 の
面 （ 皮 革 製 品 と し て の 表 側 面 ま た は 裏 側 面 ） に 前 述 の 機 能 を 付 与 さ せ 、 発 生 し た マ イ ナ ス
イ オ ン を 使 用 者 に 有 効 に 作 用 さ せ る こ と を 目 的 と す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
本 発 明 の 天 然 鉱 石 入 り 皮 革 は 、 所 定 の 厚 さ を 有 す る 革 と 、 上 記 革 の 表 面 上 に 形 成 さ れ る 塗
装 膜 と を 有 し 、 上 記 塗 装 膜 に 天 然 鉱 石 の 粉 末 を 含 有 さ せ た こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
ま た 、 本 発 明 の 天 然 鉱 石 入 り 皮 革 の 製 造 方 法 は 、 天 然 鉱 石 の 粉 末 が 含 有 さ れ た 塗 装 膜 を 、
革 の 表 面 上 に 形 成 す る 塗 装 膜 形 成 工 程 を 行 う こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
（ 第 １ の 実 施 の 形 態 ）
次 に 、 添 付 の 図 面 を 参 照 し な が ら 、 本 発 明 の 天 然 鉱 石 入 り 皮 革 及 び そ の 製 造 方 法 の 第 １ の
実 施 の 形 態 に つ い て 詳 細 に 説 明 す る 。
図 １ は 、 本 実 施 の 形 態 の 天 然 鉱 石 入 り 皮 革 の 概 略 構 成 の 一 例 を 示 し た 側 断 面 図 で あ る 。
図 １ に お い て 、 本 実 施 の 形 態 の 皮 革 １ は 、 革 ２ と 、 ベ ー ス コ ー ト ３ 、 カ ラ ー コ ー ト ４ 、 及
び ト ッ プ コ ー ト ５ か ら な る ３ 層 の 塗 装 膜 と 、 異 物 付 着 防 止 膜 ６ と を 有 し て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
革 ２ は 、 例 え ば 牛 革 を 用 い た も の で あ り 、 脱 毛 処 理 や 鞣 し 処 理 な ど が 施 さ れ て い る 。
ベ ー ス コ ー ト ３ は 、 下 地 塗 料 と し て 例 え ば ア ク リ ル と ウ レ タ ン の 混 合 液 な ど の 水 性 エ マ ル
シ ョ ン 塗 料 を 、 革 ２ の 銀 面 ２ ａ （ 表 皮 面 ） 上 に ス プ レ ー 塗 布 す る こ と に よ り 形 成 さ れ る 最
下 層 の 塗 装 膜 で あ る 。 こ の ベ ー ス コ ー ト ３ は 、 銀 面 ２ ａ と カ ラ ー コ ー ト ４ と の 接 着 性 を 向
上 さ せ る と と も に 、 カ ラ ー コ ー ト ４ を 均 一 に 塗 布 さ せ る た め の 面 作 り を 行 う こ と を 主 目 的
と し て 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
カ ラ ー コ ー ト ４ は 、 下 地 塗 料 と し て 例 え ば 水 性 エ マ ル シ ョ ン 塗 料 を 、 ベ ー ス コ ー ト ３ の 表
面 上 に ス プ レ ー 塗 布 す る こ と に よ り 形 成 さ れ る 中 間 層 の 塗 装 膜 で あ る 。 こ の カ ラ ー コ ー ト
４ は 、 皮 革 １ を 加 工 し て 製 造 さ れ る 皮 革 製 品 で 要 求 さ れ る 色 に 革 ２ を 塗 装 す る と と も に 、
塗 装 膜 全 体 の 強 度 を 向 上 さ せ る こ と を 目 的 と し て 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
ト ッ プ コ ー ト ５ は 、 天 然 鉱 石 と し て ト ル マ リ ン ５ ａ （ Ｓ ｉ Ｏ ２ 、 Ａ ｌ ２ Ｏ ３ 、 Ｂ ２ Ｏ ３ 、
Ｆ ｅ ２ Ｏ ３ 、 Ｃ ａ Ｏ 、 Ｎ ａ ２ Ｏ 、 Ｋ ２ Ｏ を 主 成 分 と し た 鉱 石 ） が 混 合 さ れ た ２ 液 反 応 型 の
水 性 エ マ ル シ ョ ン 塗 料 を 、 カ ラ ー コ ー ト ４ の 表 面 上 に ス プ レ ー 塗 布 す る こ と に よ り 形 成 さ
れ る 最 表 層 の 塗 装 膜 で あ る 。 こ の ト ッ プ コ ー ト ５ は 、 皮 革 １ に 振 動 や 熱 が 加 え ら れ た と き
に マ イ ナ ス イ オ ン を 発 生 さ せ る こ と を 主 目 的 と し て 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
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な お 、 ３ 層 の 塗 装 膜 の 場 合 を 実 施 の 形 態 と し て 説 明 し た が 、 ベ ー ス コ ー ト ３ 若 し く は カ ラ
ー コ ー ト ４ の い ず れ か 一 方 の 塗 装 を 行 わ ず 、 他 方 の 塗 装 を 行 っ た 後 に ト ッ プ コ ー ト ５ の 塗
装 を 行 う 場 合 も あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
こ こ で 、 上 記 マ イ ナ ス イ オ ン を 発 生 さ せ る 原 理 に つ い て 説 明 す る 。
ま ず 、 皮 革 １ に 振 動 や 熱 が 加 え ら れ る と 、 ト ッ プ コ ー ト ５ に 含 ま れ て い る ト ル マ リ ン ５ ａ
が 放 電 を 起 こ し 、 上 記 放 電 に よ り 空 気 中 の 水 分 子 （ Ｈ ２ Ｏ ） が 刺 激 を 受 け て 水 素 イ オ ン （
Ｈ ＋ ） と 水 酸 化 物 イ オ ン （ Ｏ Ｈ － ） に 分 裂 す る 。
そ し て 、 上 記 分 裂 し た 水 酸 化 物 イ オ ン （ Ｏ Ｈ － ） が 空 気 中 の 他 の 水 分 子 （ Ｈ ２ Ｏ ） と 結 合
す る こ と に よ り マ イ ナ ス イ オ ン （ Ｈ ３ Ｏ ２

－ ） が 発 生 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
こ の よ う に し て マ イ ナ ス イ オ ン を 発 生 さ せ る た め に 上 記 水 性 エ マ ル シ ョ ン 塗 料 に 混 合 さ れ
る ト ル マ リ ン ５ ａ は 、 ト ッ プ コ ー ト ５ の 膜 厚 よ り も 小 さ い 粒 径 を 有 す る 。 例 え ば 、 ５ ～ １
０ μ ｍ 程 度 の 膜 厚 を 有 す る ト ッ プ コ ー ト ５ を 形 成 す る 場 合 、 平 均 粒 径 が ３ μ ｍ 程 度 に な る
よ う に 粉 砕 さ れ た ト ル マ リ ン ５ ａ を 上 記 水 性 エ マ ル シ ョ ン 塗 料 に 混 合 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
ま た 、 上 記 水 性 エ マ ル シ ョ ン 塗 料 に 混 合 す る ト ル マ リ ン ５ ａ の 量 は 、 例 え ば 、 上 記 水 性 エ
マ ル シ ョ ン 塗 料 の 樹 脂 成 分 （ 塗 料 の 不 揮 発 性 分 ） に 対 し て １ 重 量 ％ 以 上 １ ０ 重 量 ％ 以 下 の
範 囲 内 に な る よ う に す る 。
た だ し 、 ト ル マ リ ン ５ ａ の 粒 径 と 混 合 量 は 、 マ イ ナ ス イ オ ン の 発 生 量 な ど に 応 じ て 適 宜 決
定 す れ ば よ く 、 上 述 し た 値 に 限 定 さ れ な い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
な お 、 ト ル マ リ ン ５ ａ を 混 合 し た 上 記 水 性 エ マ ル シ ョ ン 塗 料 を 十 分 に 攪 拌 し て か ら カ ラ ー
コ ー ト ４ の 表 面 上 に ス プ レ ー 塗 布 し て ト ッ プ コ ー ト ５ を 形 成 す る よ う に す れ ば 、 ト ッ プ コ
ー ト ５ 内 に ト ル マ リ ン ５ ａ を 均 一 に 分 布 さ せ る こ と が で き 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ９ 】
ま た 、 ト ッ プ コ ー ト ５ は 、 マ イ ナ ス イ オ ン を 発 生 さ せ る 役 割 だ け で な く 、 革 ２ や カ ラ ー コ
ー ト ４ の 保 護 や 、 上 記 皮 革 製 品 に 要 求 さ れ る 各 種 性 能 を 皮 革 １ に 付 与 す る 役 割 も 有 し て い
る 。 し た が っ て 、 こ れ ら の 役 割 が 損 な わ れ な い 範 囲 で ト ル マ リ ン ５ ａ の 粒 径 と 混 合 量 を 決
定 す る よ う に す る の が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
異 物 付 着 防 止 膜 ６ は 、 革 ２ の 床 面 （ 肉 面 ） 側 の 表 面 ２ ｂ 上 に 、 例 え ば 所 望 の 樹 脂 を ス プ レ
ー 塗 布 す る こ と に 形 成 さ れ る 膜 で あ る 。 こ の 異 物 付 着 防 止 膜 ６ に よ り 、 革 ２ の 表 面 ２ ｂ の
毛 羽 立 ち を 防 止 す る と 共 に 、 革 ２ 同 士 を 重 ね た と き な ど に 塗 装 面 （ 塗 装 膜 ） に 異 物 が 付 着
す る こ と を 防 止 す る こ と が で き 、 実 使 用 に 際 し て も 毛 羽 の 飛 散 を 防 止 す る 。 ま た 、 表 面 ２
ｂ を 皮 革 製 品 と し て の 表 の 面 と し て 使 用 す る よ う な 場 合 は 、 異 物 付 着 防 止 膜 ６ に ト ル マ リ
ン な ど の 天 然 鉱 石 を 混 合 す る こ と は 勿 論 の こ と で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
次 に 、 図 ２ ～ 図 ４ を 参 照 し な が ら 、 本 実 施 の 形 態 の 天 然 鉱 石 入 り 皮 革 １ の 製 造 方 法 の 一 例
に つ い て 説 明 す る 。
図 ２ は 、 本 実 施 の 形 態 の 天 然 鉱 石 入 り 皮 革 １ の 製 造 方 法 の 一 例 を 説 明 す る フ ロ ー チ ャ ー ト
で あ る 。 ま た 、 図 ３ 及 び 図 ４ は 、 本 実 施 の 形 態 の 天 然 鉱 石 入 り 皮 革 １ の 製 造 方 法 の 一 例 を
工 程 順 に 示 し た 概 略 工 程 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
ま ず 、 最 初 の ス テ ッ プ Ｓ １ に お い て 、 塩 漬 け さ れ た 原 皮 を 出 庫 し 、 上 記 出 庫 し た 原 皮 に 付
着 し て い る 塩 、 汚 物 、 及 び 可 溶 性 タ ン パ ク 質 を 除 去 す る な ど し て 、 上 記 原 皮 を 生 皮 ７ の 状
態 に 戻 す と と も に 、 生 皮 ７ に 付 着 し て い る 油 脂 分 や 肉 片 な ど を 除 去 す る 前 処 理 を 行 う （ 図
３ （ ａ ） ） 。
次 に 、 ス テ ッ プ Ｓ ２ に お い て 、 消 石 灰 及 び 硫 化 物 に 生 皮 ７ を 浸 漬 さ せ て 生 皮 ７ に 生 え て い
る 毛 ８ を 溶 解 し て 脱 毛 す る （ 図 ３ （ ｂ ） ） 。
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【 ０ ０ ２ ３ 】
次 に 、 ス テ ッ プ Ｓ ３ に お い て 、 銀 面 ２ ａ か ら の 厚 さ が 所 望 の 値 に な る よ う に 、 上 記 脱 毛 し
た 生 皮 ７ を 漉 き 加 工 に よ り 分 割 す る 。 そ し て 、 分 割 し た 生 皮 の う ち 、 銀 面 ２ ａ を 含 む も の
が 本 実 施 の 形 態 の 皮 革 １ に 使 用 さ れ る 革 ２ 用 の 皮 と な る （ 図 ３ （ ｃ ） ） 。 そ し て 、 皮 に 付
着 し て い る 石 灰 分 の 除 去 を す る 。
次 に 、 ス テ ッ プ Ｓ ４ に お い て 、 皮 の コ ラ ー ゲ ン 繊 維 に 鞣 し 剤 （ 例 え ば ク ロ ム Ｃ ｒ ３ ＋ 、 タ
ン ニ ン な ど ） を 化 学 反 応 で 結 合 さ せ る な ど し て 皮 を 鞣 す （ 図 ３ （ ｄ ） ） 。 こ の よ う に 皮 を
鞣 す こ と に よ っ て 、 皮 革 １ の 耐 熱 性 な ど を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。 そ し て 、 鞣 し 後 に 革
２ の 厚 み を そ ろ え た り 、 余 分 な 部 分 を 削 っ た り す る な ど し て 革 ２ の 状 態 を 整 え る 乾 燥 前 処
理 を 行 う 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
次 に 、 ス テ ッ プ Ｓ ５ に お い て 、 上 記 乾 燥 前 処 理 を 施 し た 革 ２ を 、 ト グ ル を 用 い て 引 っ 張 り
な が ら 、 例 え ば 、 ５ ０ ℃ の 温 度 で １ ． ５ 時 間 乾 燥 処 理 し 、 革 ２ に 含 ま れ て い る 水 分 を 取 り
除 く 。 そ し て 、 革 ２ を 塗 装 で き る 状 態 に 整 え る 塗 装 前 処 理 を 行 う 。
次 に 、 ス テ ッ プ Ｓ ６ に お い て 、 革 ２ の 床 面 側 の 表 面 ２ ｂ （ 本 実 施 の 形 態 に お い て は 、 皮 革
製 品 と し て の 裏 面 ） 上 に 所 望 の 樹 脂 を ス プ レ ー 塗 布 し て 異 物 付 着 防 止 膜 ６ を 形 成 す る （ 図
４ （ ａ ） ） 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
次 に 、 ス テ ッ プ Ｓ ７ に お い て 、 例 え ば ア ク リ ル と ウ レ タ ン の 混 合 液 か ら な る 水 性 エ マ ル シ
ョ ン 塗 料 を 、 革 ２ の 銀 面 ２ ａ 上 に ス プ レ ー 塗 布 し て ベ ー ス コ ー ト ３ を 形 成 す る （ 図 ４ （ ｂ
） ） 。
次 に 、 ス テ ッ プ Ｓ ８ に お い て 、 皮 革 製 品 に 要 求 さ れ て い る 各 種 要 求 シ ボ を 用 い て 、 革 ２ の
銀 面 ２ ａ 側 を プ レ ス 処 理 す る 。 こ の よ う に プ レ ス 処 理 を 行 う よ う に す れ ば 、 革 ２ に 対 し て
肌 作 り な ど を 行 う こ と が で き 、 且 つ 各 種 要 求 シ ボ 模 様 を 皮 革 １ に 持 た せ る こ と が で き 好 ま
し い が 、 シ ボ の 要 否 に よ っ て は こ の ス テ ッ プ Ｓ ８ の 処 理 を 省 略 し て も よ い 。
次 に 、 ス テ ッ プ Ｓ ９ に お い て 、 水 性 エ マ ル シ ョ ン 塗 料 を 、 革 ２ の 銀 面 ２ ａ 上 に 形 成 さ れ た
ベ ー ス コ ー ト ３ の 表 面 上 に ス プ レ ー 塗 布 し て カ ラ ー コ ー ト ４ を 形 成 す る （ 図 ４ （ ｃ ） ） 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
次 に 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ０ に お い て 、 ト ル マ リ ン ５ ａ を 混 合 し た ２ 液 反 応 型 の 水 性 エ マ ル シ ョ
ン 塗 料 を 、 カ ラ ー コ ー ト ４ の 表 面 上 に ス プ レ ー 塗 布 し て ト ッ プ コ ー ト ５ を 形 成 す る （ 図 ４
（ ｄ ） ） 。 な お 、 上 記 ト ル マ リ ン ５ ａ を 混 合 し た 水 性 エ マ ル シ ョ ン 塗 料 は 、 イ ソ シ ア ネ ー
ト な ど を 用 い て 架 橋 さ せ た も の を 用 い る 。
次 に 、 ス テ ッ プ Ｓ １ １ に お い て 、 ベ ー ス コ ー ト ３ 、 カ ラ ー コ ー ト ４ 、 及 び ト ッ プ コ ー ト ５
が 形 成 さ れ た 革 ２ の 繊 維 を ほ ぐ す な ど の 後 処 理 を 行 っ て 皮 革 １ を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
以 上 の よ う に 、 本 実 施 の 形 態 で は 、 繊 維 構 造 が 緻 密 な 銀 面 ２ ａ の 上 に 、 ト ル マ リ ン ５ ａ が
含 有 さ れ た 塗 装 膜 を 形 成 す る よ う に し た の で 、 撥 水 加 工 な ど の 特 別 な 処 理 を 行 わ な く て も
塗 料 が 革 ２ に 浸 透 し て し ま う こ と を 可 及 的 に 防 止 す る こ と が で き る 。 し た が っ て 、 マ イ ナ
ス イ オ ン を 発 生 さ せ る 機 能 を 皮 革 １ に 付 与 す る 際 に 行 う 処 理 を 従 来 の 技 術 よ り も 容 易 に 行
う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
ま た 、 従 来 の 技 術 は 、 毛 足 の 長 い 毛 皮 に 対 し て 適 用 さ れ る も の で あ る た め 、 ト ル マ リ ン の
塗 布 が 毛 皮 の 裏 側 の 皮 面 に 限 定 さ れ 、 製 造 工 程 の 変 更 や 、 工 程 が 煩 雑 化 す る こ と に な る と
共 に 、 マ イ ナ ス イ オ ン を 発 生 す る 面 が 皮 革 製 品 と し て の 表 面 で は な い の で 、 マ イ ナ ス イ オ
ン を 充 分 に 大 気 側 に 放 出 さ せ る こ と が で き な か っ た が 、 本 実 施 の 形 態 の 皮 革 １ を 用 い れ ば
、 上 記 の よ う な 問 題 は 発 生 せ ず 、 い か な る 形 態 の 皮 革 製 品 で も 、 マ イ ナ ス イ オ ン を 大 気 中
に 発 生 さ せ る 機 能 を 付 与 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
し た が っ て 、 例 え ば 、 乗 用 車 な ど の 座 席 部 、 ス テ ア リ ン グ ホ イ ー ル の 把 持 部 又 は シ フ ト ノ
ブ や 、 ラ ン ド セ ル の 背 裏 部 （ 使 用 者 の 背 中 に 接 す る 部 分 ） 、 家 具 、 装 身 具 、 及 び 靴 な ど 、
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数 多 く の 皮 革 製 品 に 対 し て 、 マ イ ナ ス イ オ ン を 大 気 中 に 発 生 さ せ る 機 能 を 付 与 す る こ と が
で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
さ ら に 、 革 ２ の 銀 面 ２ ａ 上 に ト ル マ リ ン ５ ａ が 含 有 さ れ た 塗 装 膜 を 形 成 す る よ う に し た の
で 、 革 の 風 合 い や 質 感 を 損 な わ ず に 皮 革 １ に 対 し て マ イ ナ ス イ オ ン を 発 生 さ せ る 機 能 を 付
与 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
こ の よ う に 、 ト ッ プ コ ー ト ５ を ト ル マ リ ン ５ ａ が 含 有 さ れ た 塗 装 膜 と す る こ と で 、 マ イ ナ
ス イ オ ン を 発 生 す る 機 能 を 有 さ な い 皮 革 を 製 造 す る た め の 工 程 を 大 幅 に 変 更 す る こ と な く
、 発 生 し た マ イ ナ ス イ オ ン を 有 効 に 放 出 で き る （ マ イ ナ ス イ オ ン 効 果 が 低 減 し な い ） 種 々
の 使 用 形 態 に 応 じ た 皮 革 製 品 を 実 現 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
な お 、 本 実 施 の 形 態 で は 、 天 然 鉱 石 と し て ト ル マ リ ン を 例 示 し た が 、 天 然 鉱 石 の 種 類 は ト
ル マ リ ン に 限 定 さ れ ず 、 振 動 や 熱 な ど の 刺 激 を 受 け る こ と に よ り マ イ ナ ス イ オ ン を 発 生 さ
せ る 作 用 を 起 こ す 鉱 石 で あ れ ば ど の よ う な も の で あ っ て も よ く 、 例 え ば ガ ー ネ ッ ト な ど で
あ っ て も よ い 。 ま た 、 複 数 種 類 の 天 然 鉱 石 を ト ッ プ コ ー ト ５ に 含 有 さ せ て マ イ ナ ス イ オ ン
を 大 気 中 に 発 生 さ せ る よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
ま た 、 本 実 施 の 形 態 で は 、 図 ２ の ス テ ッ プ Ｓ ３ （ 図 ３ （ ｃ ） ） に お い て 、 革 ２ を 漉 い て 分
割 す る よ う に し た が 、 革 ２ を 分 割 せ ず に 、 床 面 を 残 す よ う に し て も よ い と い う こ と は 言 う
ま で も な い 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
（ 第 ２ の 実 施 の 形 態 ）
次 に 、 本 発 明 の 天 然 鉱 石 入 り 皮 革 及 び そ の 製 造 方 法 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 に つ い て 詳 細 に 説
明 す る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
上 述 し た 第 １ の 実 施 の 形 態 で は 、 図 ２ の ス テ ッ プ Ｓ ３ （ 図 ３ （ ｃ ） ） の 処 理 で 漉 い た 生 皮
の う ち の 銀 面 ２ ａ を 含 む 革 ２ に 対 し て ト ル マ リ ン ５ ａ が 含 有 さ れ た 塗 装 膜 を 形 成 す る よ う
に し た が 、 本 実 施 の 形 態 で は 、 漉 い て 分 割 し た 生 皮 の う ち の 床 面 を 含 む 皮 （ 例 え ば 図 ３ （
ｃ ） の 破 線 部 ） に 対 し て ト ル マ リ ン が 含 有 さ れ た 塗 装 膜 を 形 成 す る よ う に す る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
図 ５ は 、 本 実 施 の 形 態 の 天 然 鉱 石 入 り 皮 革 の 概 略 構 成 の 一 例 を 示 し た 側 断 面 図 で あ る 。
図 ５ に 示 す よ う に 、 本 実 施 の 形 態 の 皮 革 ２ １ は 、 銀 面 層 を 漉 い て 分 割 し た 床 革 ２ ２ と 、 ベ
ー ス コ ー ト ２ ３ 、 カ ラ ー コ ー ト ２ ４ 、 及 び ト ッ プ コ ー ト ２ ５ か ら な る ３ 層 の 塗 装 膜 と 、 異
物 付 着 防 止 膜 ２ ６ と を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
こ こ で 、 ベ ー ス コ ー ト ２ ３ 、 カ ラ ー コ ー ト ２ ４ 、 及 び ト ッ プ コ ー ト ２ ５ は 、 上 述 し た 第 １
の 実 施 の 形 態 に お け る ベ ー ス コ ー ト ３ 、 カ ラ ー コ ー ト ４ 、 及 び ト ッ プ コ ー ト ５ と 同 様 の 目
的 で 形 成 さ れ る も の で あ る 。 た だ し 、 こ れ ら を 形 成 す る た め の 塗 料 や 、 膜 厚 は 、 床 革 ２ ２
の 塗 装 面 ２ ２ ｂ に お け る 繊 維 構 造 に 応 じ て 適 宜 選 択 す る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
次 に 、 図 ６ ～ 図 ８ を 用 い て 本 実 施 の 形 態 の 天 然 鉱 石 入 り 皮 革 ２ １ の 具 体 的 な 製 造 方 法 を 説
明 す る 。
図 ６ は 、 本 実 施 の 形 態 の 天 然 鉱 石 入 り 皮 革 ２ １ の 製 造 方 法 の 一 例 を 説 明 す る フ ロ ー チ ャ ー
ト で あ る 。 ま た 、 図 ７ 及 び 図 ８ は 、 本 実 施 の 形 態 の 天 然 鉱 石 入 り 皮 革 ２ １ の 製 造 方 法 の 一
例 を 工 程 順 に 示 し た 概 略 工 程 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
ま ず 、 最 初 の ス テ ッ プ Ｓ ２ １ に お い て 、 上 述 し た 第 １ の 実 施 の 形 態 と 同 様 の 前 処 理 を 行 っ
た 後 （ 図 ７ （ ａ ） ） 、 ス テ ッ プ Ｓ ２ ２ に お い て 、 厚 さ が 所 望 の 値 に な る よ う に 、 生 皮 ２ ７
を 漉 き 加 工 に よ り 分 割 す る 。 上 記 分 割 し た 生 皮 ２ ７ の う ち 、 床 面 側 の 反 塗 装 面 ２ ２ ａ を 含
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む も の が 本 実 施 の 形 態 の 皮 革 ２ １ に 使 用 さ れ る 床 革 ２ ２ 用 の 皮 に な る （ 図 ７ （ ｂ ） ） 。 そ
し て 、 床 革 ２ ２ の 塗 装 面 ２ ２ ｂ 上 を 平 滑 に す る 処 理 な ど を 行 う 。 な お 、 本 実 施 の 形 態 で は
反 塗 装 面 が 床 面 側 の 態 様 で 説 明 を 進 め る が 、 必 要 に 応 じ て 塗 装 面 を 床 面 側 に し て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
次 に 、 ス テ ッ プ Ｓ ２ ３ に お い て 鞣 し 処 理 を 行 い （ 図 ７ （ ｃ ） ） 、 ス テ ッ プ Ｓ ２ ４ に お い て
乾 燥 処 理 を 行 う 。 そ し て 、 ス テ ッ プ Ｓ ２ ５ に お い て 、 床 革 ２ ２ の 反 塗 装 面 ２ ２ ａ 上 に 所 望
の 樹 脂 を ス プ レ ー 塗 布 し て 異 物 付 着 防 止 膜 ２ ６ を 形 成 す る （ 図 ７ （ ｄ ） ） 。
【 ０ ０ ４ １ 】
次 に 、 ス テ ッ プ Ｓ ２ ６ に お い て 、 ア ク リ ル と ウ レ タ ン の 混 合 液 か ら な る 水 性 エ マ ル シ ョ ン
塗 料 を 、 床 革 ２ ２ の 塗 装 面 ２ ２ ｂ 上 に ス プ レ ー 塗 布 し て 、 最 下 層 の 塗 装 膜 に 相 当 す る ベ ー
ス コ ー ト ２ ３ を 形 成 し （ 図 ８ （ ａ ） ） 、 必 要 に 応 じ て ス テ ッ プ Ｓ ２ ７ に お い て 、 床 革 ２ ２
の 皮 革 製 品 と し て の 表 側 即 ち 塗 装 面 側 を プ レ ス 処 理 す る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
次 に 、 ス テ ッ プ Ｓ ２ ８ に お い て 、 水 性 エ マ ル シ ョ ン 塗 料 を ベ ー ス コ ー ト ２ ３ の 表 面 上 に ス
プ レ ー 塗 布 し て 、 中 間 層 の 塗 装 膜 に 相 当 す る カ ラ ー コ ー ト ２ ４ を 形 成 す る （ 図 ８ （ ｂ ） ）
。
【 ０ ０ ４ ３ 】
次 に 、 ス テ ッ プ Ｓ ２ ９ に お い て 、 ト ル マ リ ン ２ ５ ａ を 混 合 し た ２ 液 反 応 型 の 水 性 エ マ ル シ
ョ ン 塗 料 を 、 カ ラ ー コ ー ト ２ ４ の 表 面 上 に ス プ レ ー 塗 布 し て 、 最 表 層 の 塗 装 膜 に 相 当 す る
ト ッ プ コ ー ト ２ ５ を 形 成 し （ 図 ８ （ ｃ ） ） 、 最 後 に 、 ス テ ッ プ Ｓ ３ ０ に お い て 、 床 革 ２ ２
の 繊 維 を ほ ぐ す な ど の 後 処 理 を 行 っ て 皮 革 ２ １ を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
一 般 に 、 床 革 ２ ２ の 銀 面 側 （ 本 実 施 の 形 態 で は 塗 装 面 ２ ２ ｂ ） に お け る 繊 維 構 造 は 、 床 面
側 （ 本 実 施 の 形 態 で は 反 塗 装 面 ２ ２ ａ ） に お け る 繊 維 構 造 よ り も 緻 密 で あ る 場 合 が 多 い の
で 、 本 実 施 の 形 態 の よ う に 、 反 塗 装 面 ２ ２ ａ を 含 む 床 革 ２ ２ の 銀 面 側 に ト ル マ リ ン ２ ５ ａ
を 付 与 す る よ う に す れ ば 、 床 面 に ト ル マ リ ン を 塗 布 す る 従 来 の 技 術 よ り も 容 易 に ト ル マ リ
ン を 付 与 す る こ と が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
こ の よ う に 、 マ イ ナ ス イ オ ン を 発 生 さ せ る 機 能 を 皮 革 ２ １ に 付 与 す る 際 に 行 う 処 理 を 、 マ
イ ナ ス イ オ ン を 発 生 す る 機 能 を 有 さ な い 皮 革 を 製 造 す る た め の 工 程 を 大 幅 に 変 更 す る こ と
な く 容 易 に 行 う こ と が で き 、 さ ら に 、 銀 面 を 有 し な い 革 ２ ２ を 利 用 す る 皮 革 製 品 に 対 し て
も マ イ ナ ス イ オ ン を 発 生 さ せ る と い う 高 付 加 価 値 を 容 易 に 付 与 す る こ と が で き 、 床 革 ２ ２
の 所 望 の 面 に 前 述 の 付 加 価 値 を 付 与 で き 、 且 つ 、 マ イ ナ ス イ オ ン を 充 分 に 放 出 す る こ と が
で き る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
な お 、 本 実 施 の 形 態 で は 、 漉 き 加 工 さ れ た 生 皮 ２ ７ の う ち の 反 塗 装 面 ２ ２ ａ を 含 む 床 革 ２
２ の 銀 面 側 に ト ル マ リ ン ２ ５ ａ を 付 与 す る よ う に し た が 、 残 り の 革 、 す な わ ち 銀 面 を 含 む
革 （ 図 ７ （ ｂ ） の 破 線 部 ） に 対 し て も 上 述 し た 第 １ の 実 施 の 形 態 で 説 明 し た よ う に し て ト
ル マ リ ン を 付 与 す る よ う に し て も よ い 。 こ の 場 合 、 第 １ の 実 施 の 形 態 と 同 様 に 、 生 皮 ２ ７
に 生 え て い る 毛 ２ ８ を 脱 毛 す る 処 理 を 行 っ て か ら 生 皮 ２ ７ を 漉 き 加 工 す る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
（ 第 ３ の 実 施 の 形 態 ）
次 に 、 本 発 明 の 天 然 鉱 石 入 り 皮 革 及 び そ の 製 造 方 法 の 第 ３ の 実 施 の 形 態 に つ い て 詳 細 に 説
明 す る 。 図 ９ は 、 本 実 施 の 形 態 の 天 然 鉱 石 入 り 皮 革 及 び そ の 製 造 方 法 の 概 念 の 一 例 を 示 し
た 図 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
上 述 し た 第 １ の 実 施 の 形 態 及 び 第 ２ の 実 施 の 形 態 で は 、 生 皮 を 、 銀 面 を 含 む 皮 と 床 面 を 含
む 皮 の ２ 枚 に 漉 き 加 工 し 、 分 割 し た 生 皮 の う ち 少 な く と も 何 れ か 一 方 の 皮 の 一 面 側 に ト ル
マ リ ン を 付 与 す る よ う に し た 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
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こ れ に 対 し 本 実 施 の 形 態 で は 、 図 ９ に 示 す よ う に 、 生 皮 ３ ７ を 漉 き 加 工 し 、 所 望 の 厚 さ を
有 す る ３ 枚 の 皮 に 分 割 し 、 床 面 ３ ７ ｂ 側 の 分 割 し た 皮 を 更 に 漉 き 加 工 し て 得 ら れ た 、 銀 面
３ ７ ａ 及 び 床 面 ３ ７ ｂ の 何 れ を も 含 ま な い 革 ３ ２ の 塗 装 面 ３ ２ ａ 上 に 、 ベ ー ス コ ー ト ３ ３
、 カ ラ ー コ ー ト ３ ４ 、 及 び ト ッ プ コ ー ト ３ ５ を 順 次 塗 布 し て 塗 装 膜 を 形 成 し て 、 上 記 塗 装
膜 （ ト ッ プ コ ー ト ３ ５ ） に ト ル マ リ ン ３ ５ ａ を 含 有 さ せ る よ う に す る と と も に 、 反 塗 装 面
３ ２ ｂ 上 に 、 異 物 付 着 防 止 膜 ３ ６ を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
上 記 に お い て 、 ベ ー ス コ ー ト ３ ３ 、 カ ラ ー コ ー ト ３ ４ 、 ト ッ プ コ ー ト ３ ５ 、 及 び 異 物 付 着
防 止 膜 ３ ６ は 、 上 述 し た 第 １ 及 び 第 ２ の 実 施 の 形 態 で 説 明 し た も の と 同 様 の 目 的 で 形 成 さ
れ る も の で あ る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
以 上 の よ う に 本 実 施 の 形 態 で は 、 銀 面 ３ ７ ａ 及 び 床 面 ３ ７ ｂ の 何 れ を も 含 ま な い 革 ３ ２ の
一 面 側 に ト ル マ リ ン ３ ５ ａ を 付 与 す る よ う に し た の で 、 銀 面 ３ ７ ａ 及 び 床 面 ３ ７ ｂ の 何 れ
を も 含 ま な い 革 ３ ２ に 対 し て も マ イ ナ ス イ オ ン を 発 生 さ せ る と い う 高 付 加 価 値 を 容 易 に 付
与 す る こ と が で き る 。 な お 、 ト ル マ リ ン ３ ５ ａ を 付 与 す る 面 は 、 前 述 の 第 ２ の 実 施 の 形 態
で 説 明 し た も の と 同 様 に 何 れ の 面 で も よ い 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
な お 、 本 実 施 の 形 態 で は 、 生 皮 ３ ７ を ３ 枚 に 漉 き 加 工 で 分 割 す る よ う に し た が 、 ４ 枚 以 上
に 分 割 し 、 分 割 し た 生 皮 の う ち 、 銀 面 及 び 床 面 の 何 れ を も 含 ま な い 革 の 少 な く と も １ 枚 以
上 に 対 し て 、 ト ル マ リ ン を 付 与 す る よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
ま た 、 分 割 し た 生 皮 の う ち 、 銀 面 ３ ７ ａ を 含 む 革 （ 図 ９ の 破 線 部 ） に 対 し て 上 述 し た 第 １
の 実 施 の 形 態 と 同 様 に し て ト ル マ リ ン を 付 与 す る よ う に し て も よ い し 、 床 面 ３ ７ ｂ を 含 む
革 （ 図 ９ の 破 線 部 ） に 対 し て 上 述 し た 第 ２ の 実 施 の 形 態 と 同 様 に し て ト ル マ リ ン を 付 与 す
る よ う に し て も よ い 。 こ の よ う に す れ ば 生 皮 ３ ７ の 全 て を 皮 革 製 品 に 利 用 す る こ と が で き
る よ う に な り 好 ま し い 。
な お 、 上 記 に お い て 、 銀 面 ３ ７ ａ を 含 む 革 （ 図 ９ の 破 線 部 ） に 対 し て ト ル マ リ ン を 付 与 す
る 場 合 に は 、 上 述 し た 第 １ の 実 施 の 形 態 と 同 様 に 、 生 皮 ３ ７ に 生 え て い る 毛 ３ ８ を 脱 毛 す
る 処 理 を 行 っ て か ら 生 皮 ３ ７ を 漉 き 加 工 す る よ う に す る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 説 明 し た よ う に 本 発 明 に よ れ ば 、 天 然 鉱 石 の 粉 末 が 含 有 さ れ た 塗 装 膜 を 、 革 の 表 面 上
に 形 成 す る よ う に し た の で 、 特 別 な 処 理 を 行 わ な く て も 天 然 鉱 石 の 粉 末 が 含 有 さ れ た 塗 装
膜 を 革 の 表 面 に 形 成 す る こ と が で き 、 マ イ ナ ス イ オ ン を 発 生 さ せ る 機 能 を 皮 革 に 付 与 す る
際 に 行 う 処 理 を 容 易 に す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
ま た 、 本 発 明 の 他 の 特 徴 に よ れ ば 、 上 記 塗 装 膜 を 、 脱 毛 処 理 さ れ た 革 の 銀 面 上 に 形 成 す る
よ う に し た の で 、 革 の 風 合 い や 質 感 を 活 か し な が ら 皮 革 に 対 し て マ イ ナ ス イ オ ン を 発 生 さ
せ る 機 能 を 付 与 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 を 示 し 、 天 然 鉱 石 入 り 皮 革 の 概 略 構 成 の 一 例 を 示 し た
側 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 を 示 し 、 天 然 鉱 石 入 り 皮 革 の 製 造 方 法 の 一 例 を 説 明 す
る フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 を 示 し 、 天 然 鉱 石 入 り 皮 革 の 製 造 方 法 の 一 例 を 工 程 順
に 示 し た 概 略 工 程 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 を 示 し 、 図 ３ に 続 く 天 然 鉱 石 入 り 皮 革 の 製 造 方 法 の 一
例 を 工 程 順 に 示 し た 概 略 工 程 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 を 示 し 、 天 然 鉱 石 入 り 皮 革 の 概 略 構 成 の 一 例 を 示 し た
側 断 面 図 で あ る 。
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【 図 ６ 】 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 を 示 し 、 天 然 鉱 石 入 り 皮 革 の 製 造 方 法 の 一 例 を 説 明 す
る フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ７ 】 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 を 示 し 、 天 然 鉱 石 入 り 皮 革 の 製 造 方 法 の 一 例 を 工 程 順
に 示 し た 概 略 工 程 断 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 を 示 し 、 図 ７ に 続 く 天 然 鉱 石 入 り 皮 革 の 製 造 方 法 の 一
例 を 工 程 順 に 示 し た 概 略 工 程 断 面 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 本 発 明 の 第 ３ の 実 施 の 形 態 を 示 し 、 天 然 鉱 石 入 り 皮 革 及 び そ の 製 造 方 法 の 概 念 の
一 例 を 示 し た 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 、 ２ １ 、 ３ １ 　 皮 革
２ 、 ２ ２ 、 ３ ２ 　 革
３ 、 ２ ３ 、 ３ ３ 　 ベ ー ス コ ー ト
４ 、 ２ ４ 、 ３ ４ 　 カ ラ ー コ ー ト
５ 、 ２ ５ 、 ３ ５ 　 ト ッ プ コ ー ト
５ ａ 、 ２ ５ ａ 、 ３ ５ ａ 　 ト ル マ リ ン
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】
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